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本研究は、聞き取り調査とアンケート調査の結果から得たデータを分析し、考察

したものである。 

北九州市で行った聞き取り調査を通して、日本の高齢者の多くが、自己研さんの

ための様々な学習活動や地域ボランティア活動に参加していることが明らかになっ

た。また、「高齢化社会を良くする北九州女性の会」などの民間組織や、地域にあ

る生涯学習センター或いは地域福祉組織などの活動が果たす役割などが、高齢者が

地域活動に参加するきっかけに大きく影響していることが分かった。 

 アンケート調査のデータに基づいて考察した結果の概要は以下のとおりである。 

  

○高齢者の生活実態について、調査対象者の 60％以上の人は配偶者と同居してい

る。（中国 65.3％、日本 64％） 

○一人暮らしの高齢者は中国（10.4％）より、日本の方が（22.7％）多い。 

○「結婚した子供と同居しているか？」という質問に対して、「同居したことはな

い」と回答した人は、日本（47.5％）より、中国の高齢者（19.4％）のほうが少

なかった。 

○続いて、現在子供と同居していない人に対する「将来子供と同居したいか？」と

の質問に対しては、将来子供と同居したいと考えている中国の高齢者（20.8％）

より、日本のほうが（8.4％）少なかった。すなわち、日本の高齢者よりも中国

の高齢者のほうが「子供との同居」願望が強いことが明らかになった。 

○現在の健康状態に関し「日常生活のうえで誰かの援助が必要ですか？」との質問

に対しては、「全く不自由なく過ごせる」或いは「少し不自由だが何とか自分で

出来る」と回答した人は、中国では 80.8％、日本では 51.7％であった。 

○高齢者への援助実態について、「身の回りの世話や悩みの相談に乗ってくれる

人、経済的に困った時、助けてくれる人は誰か？」との質問に対して、中日とも

に回答の第一番は「配偶者」であった。「悩みや心配事があった時、親身になっ

て相談に乗ってくれるには誰ですか？」との質問に対する回答の第一番は、中日

ともに「配偶者」と「娘」であった。また、「経済的に困ったとき、助けてくれ

る人は？」との質問に対する回答の第一番は、中日ともに「息子」と「娘」であ

った。すなわち、高齢者にとって、私的な支援を期待し、また頼りするのは、や

はり自分の子供であることが明らかになった。 

○地元（地域行政）からの支援に満足していると回答した人の比率は、日本（69.6

％）より中国の方（29.6％）が随分と少なく、また、国からの支援に満足してい

ると回答した人の比率も、日本（64.1％）より中国の方（29.1％）が少ないこと

が明らかになった。 
                                  以上 
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